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ペルオキシソーム増殖薬応答性受容体 （peroxisome proliferators-activated receptors: PPARs） は殆どの脊

椎移動物において発現している核内受容体であり、炭化水素，脂質，タンパク質等の細胞内代謝と細胞の分

化に密接に関与している転写因子群です。 
PPAR のサブタイプである PPARγは、aP2 遺伝子の脂肪酸特異的エンハンサーに結合する因子として同定

されました。選択的プロモーターの使用および選択的スプライシングにより 3 種類のアイソフォーム、PPARγ

1,PPARγ2,PPARγ3 が存在します。PPARγ1 は多くの組織で発現し、PPARγ2 は脂肪組織特異的に発現し、

PPARγ3 はマクロファージ,大腸,白色脂肪組織に発現することが判っています。 
PPARγは、脂肪細胞分化及びエネルギー貯蔵において必須であり （参考文献 1）、最近では糖尿病改善

薬チアゾリジン誘導体の標的因子として注目されています （参考文献 2）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究用試薬

肥満・メタボリックシンドローム関連抗体 

抗 ヒト PPARγ ポリクローナル抗体 

 

容量 100µg（400µL/vial） 

形状 ウサギポリクローナル抗体 0.25mg/mL、凍結品 

バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 

保管方法 －20℃以下 
抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 ヒト PPARγの C 末端側部分ペプチドを免疫したウサギの抗血清より、 
ペプチドアフィニティカラムにて精製 

使用濃度  ウェスタンブロッティング：1.0µg/ml 

ウェスタンブロッティング 

Sample: マウス脂肪 抽出タンパク 
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